
















































 本書の構成を示そう。序章 教育のイノベーションを求めて（洞口治夫）／第 1 章 
石田梅岩の研究にみる日本人の心（喜田勳）／第 2 章 教育者・学校経営者としての薩
埵正邦（岡孝）／第 3 章 明治のお雇い外国人たちと産業発展の構図（尾髙煌之助）／
第 4 章 フランス語学習者から機械技術者へ（鈴木淳）／第 5 章 富岡製糸場の歴史と
文化（今井幹夫）／第 6 章 明治期財閥形成者の起業家精神（宇田川勝）／第 7 章 生
活水準の歴史的水準比較（斎藤修）／第 8 章 明治近代化の中の公的扶助と私的救済
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人法学者ボアソナードを中心として描き出し、且つ第 1 章から第 8 章を簡略にまとめ、
紹介したものである。著者によれば、明治前半期の私立の「学校」は、現在の私立大学の
原型となっており、「私立大学という制度のイノベーション」を「創り上げた人間」（イノ
ベーター）の 1 人が薩埵であったということになる。なお、現在、4 月 10 日は法政大学
の創立記念日となっているが、そのわけを知りたい読者は、この序章から読むのが良い。 















































 第 5 章は、富岡製糸場の紹介と歴史的役割を論じたものである。富岡製糸場を知らな
い人はいないといってよいであろう。しかし、その技術指導者であったブリュナの年俸が、




















 第 7 章は、13 世紀以降 20 世紀に至る期間の南イングランドにおける建築職人の実質
賃金の推計研究の成果や、15 世紀から 17 世紀に至る期間のウィーン、アウグスブルクな
どの地域の同様の研究成果を利用しつつ、さらに「消費バスケット」という考え方に基づ
＜書評＞ 
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